
王
績

「
過
山
観
尋
蘇
道
士
不
見
題
壁
」

「
不
見
」

四
首
考「疑」

と

「似」

空
間

加
藤

文
彬

は
じ
め
に

王
緩
「
過
山
観
尋
蘇
道
士
不
見
題
壁
」
詩
は
沼
首
か
ら
な
る
連
作
詩
で
あ
る
。

王
績
の
テ
キ
ス
ト
は
、

後
に
陸
淳
に
よ
っ
て
三
巻
本
に
削
去
さ
れ
通
行
し
た
こ
o

初
唐
の
呂
才
が
編
纂
し
た
際

は
五
巻
本
で
あ
っ
た
も
の
が
、

三
巻
本
に
採
録
さ
れ
た
も
の
の
中
に
は
改
題

さ
れ
て
い
る
も
の
も
散
見
さ
れ
る
。

た
だ
し
そ
の
改
題
は

「
九
月
九
日
贈
窪
使
君
善
矯
」

(
五
巻
本
)
が

「
九
月
九
日
」

(
三
巻
本
)
、

「
夜
還
東
渓
中
口
競
」

(
五
巻
本
)
が

「
夜
還
東
渓
」

(
三
巻
本
)

の
如
く
、

五
巻
本
の
詩
題
を
省
略
す
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。

し
か

し
な
が
ら
、

「
過
山
観
尋
蘇
道
士
不
見
題
壁

四
首
は
、

二
巻
本
に
於
い
て

「
遊
仙
」

四
首
と
全
面
的
に
改
題
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は

す
な
わ
ち
陸
淳
が
、

本
詩
を

「
遊
仙
」

詩
の
系
譜
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
詩
で
あ
る
と
見
な
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

体
本
詩
の
ど
の
様
な
点
が
「
遊
仙
」
詩
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
の
が
本
稿
で
問
う
所
の
第
一
で
あ
る
。

「
不
見
」
、
す
な
わ
ち
会
い
に
行
っ
た
が
会
え
な
か
っ
た
と
い
う
詩
題
は
、
棟
子
昂

ま
た
、

五
巻
本
の

「
掛
田
逸
人
遊
巌
見
尋
不
遇

題
隠
居
塁
壁
」

詩
を
は
じ
め
、
唐
代
で
は
多
く
製
作
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
王
績
の
当
該
詩
は
、

こ
の

「
不
見
」

乃
至

「
不
遇
」
詩
の
系
譜
の
嘱
矢
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

こ
の
間
い
が
問
う
所
の
第
二
で
あ
る

J
o

王
績
「
過
山
観
尋
蘇
道
士
不
見
題
壁
」
凹
首
長
つ

i
i
s
「
不
見
」
と
「
疑
」
「
似
一
空
間
|
|
(
加
藤
)

二
七
頁
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二
八
頁

以
上
の
二
つ
の
間
い
は
一
見
異
な
る
こ
と
を
問
う
も
の
で
あ
る
か
に
見
え
る
の
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
は
こ
の
四
首
の
表
現
構
成
l
i
i

る
も
の
で
あ
る
。

詩
的
世
界
に
於
け
る
語
り
手
表
出
の
在
り
方
i

l
を
究
明
し

〈
「
過
山
観
尋
蘇
道
士
不
見
題
壁
」
詩
其
一
、
第
一
句

i
第
八
句
〉

暫
出
東
陵
路

過
訪
北
巌
前

察
経
新
内
時
十
道

王
烈
奮
成
仙

「
不
見
」

ω駕
鶴
来
無
日

-
一
米
龍
去
幾
年

三
山
銀
作
地

八
洞
玉
矯
天

そ
こ
に
内
在
す
る
思
想
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ

の
空
間暫

く
東
陵
の
路
に
出
で

過
り
て
北
巌
の
前
を
訪
ぬ

察

経

新
た
に
道
を
良
子
ぶ
も

王
烈

蕎
よ
り
仙
と
成
る

鶴
に
駕
し
て
来
た
る
も
日
無
く

龍
に
乗
り
て
去
る
こ
と
幾
年
ぞ

三
山

銀
を
地
と
作
し

八
洞

玉
を
天
と
一
筋
す

過
訪
北
巌
前
」

と
詠
い
は
じ
め
ら
れ
る
。

こ
こ
で
の

其
一
は

「
暫
出
東
稜
路
、

「
東
陵
」

「
北
巌
」

は
、
近
年
の
注
釈
者
が
指
摘
す



る
様
に
、

そ
れ
ぞ
れ
東
皐
、

北
山
の
こ
と
で
あ
ろ
う
よ

O

そ
し
て
そ
れ
ら
は
「
自
作
墓
詩
文
」

『
蓄
唐
幸
一
一
回
』
王
績
停
に
も
「
嘗
遊
北
山
、
因
一
筋
北
山
賦
以
見
士
山
、
認
多
不
載
。
績
嘗
射
耕
於

図
り
て
北
山
賦
を
一
筋
り
て
以
て
士
山
を
見
す
も
、
認
多
け
れ
ば
載
せ
ず
。
績
嘗
て
東

「
常
耕
東
皐
、

披
東
皐
子

(
山
吊
に
東

皐
に
耕
し
、
東
皐
子
と
競
す
ご
と
あ
り
、

東
皐
。
故
時
人
競
東
皐
子
(
嘗
て
北
山
に
遊
び
、

皐
に
病
耕
す
。

故
に
時
人
東
皐
子
と
捺
す
ご

と
あ
る
様
に
、

王
績
が
実
際
に
生
活
し
た
場
所
で
あ
る
。

つ
ま
り
其
一
の
初
聯
で
は
現

実
次
元
に
即
し
た
空
間
が
詩
的
世
界
に
先
ず
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
づ
く
第
三
・
四
句
に
於
い
て
は
、

「
察
経
」

「
王
烈
」

と
い
う
古
の
仙
人
が
提
示
さ
れ
、
第
五
句
で
は
王
子
喬
の
故
事
を
用
い
る
。

王
子
喬

周
霊
王
太
子
音
也
。
好
吹
笠
作
鳳
底
鳴
。
遊
伊
・
洛
之
問
、
道
士
浮
郎
公
、

接
以
上
嵩
高
山
。

三
十
鈴
年
後
、

求
之
於
山

上、

見
桓
良
日
、

告
我
家
、

七
月
七
日
待
我
於
繰
氏
山
巌
。

時
至
、

果
乗
白
鶴
駐
山
一
頭
。
望
之
不
得
到
、
容
手
謝
時
人
、
数
日
市
去
ょ
。

一日間

1

4

}

{

治
水
}

伊

・

洛

の

聞

に

遊

び

、

道

士

浮

印

公

、

接

し

(
王
子
喬
は
、

周
の
霊
王
の
太
子
育
な
り
。
好
く
笠
を
吹
き
鳳
嵐
の
鳴
を
作
す
。

て
以
て
嵩
高
山
に
よ
る
。

三
十
鈴
年
の
後
、

之
を
山
上
に
求
む
る
に
、

桓
良
を
見
て
日
く
、

我
が
家
に
告
げ
よ
、

七
月
七
日
我
を
椴

氏
山
の
巌
に
待
て
と
。

持
至
り
て
、

果
た
し
て
白
鶴
に
乗
り
山
頭
に
駐
ま
る
。

之
を
望
む
も
到
る
を
得
、
ず
、

手
を
奉
げ
て
時
人
に
謝

し
、
数
日
に
し
て
去
る
)

こ
れ
に
拠
れ
ば
、

王
子
喬
は
桓
良
に
告
げ
た
通
り

「
白
鶴
」

に
乗
っ
て
繰
氏
山
に

来

る
と
さ
れ
る
。

た
だ
し
王
子
喬
は
「
数

「
駕
鶴
来
無

日」日
」
と
表
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

に
し
て
そ
こ
か
ら

「
去
」

る
存
在
で
あ
っ
て
、

現
実
空
間
に
長
く
は
留
ま
ら
な
い
か
ら
こ
そ
王
績
詩
で
は
第
五
匂
で

ま
た
そ
の
対
句
「
乗
龍
去
幾
年
」

も
、
陵
楊
子
明
が
白
龍
に
乗
っ
て
陵
陽
山
上
へ
と
登
っ
て
い
く
と

い
う
故
事
に
基
づ
く
よ
o

こ
の
二
句
で
は
、

王
子
喬
や
陵
陽
子
明
が

初
聯
で
設
定
さ
れ
た

「
東
陵
」

「
北
巌
」

と
い
う
現
実
的
空
間
に

王
績
「
過
山
観
尋
蘇
道
士
不
見
題
控
」
四
首
考
|
|
「
不
克
」
と
「
疑
」
「
似
」
空
間
|
|
(
加
藤
)

二
九
頁
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ー
ミ
、
、
、
、

Eν
手
/
司
、

U

す
な
わ
ち
そ
の
よ
う
な
道
士
が
こ
こ
に
は
い
な
い
、

と
い
う
こ
と
が
詠
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
語
り
手
の
視
点
は
、

第
七
・
八
匂
に
於
い
て
蓬
莱
・
方
丈
・
一
瀬
洲
の

ご
ニ
山
」
、

そ
し
て
仙
人
の
住
む

「
八
、
病
」

へ
と
移
動
し
て
い
く
。

以
上
見
た
様
に
其
一
は
、

語
り
手
の
現
実
に
却
し
た
空
間
が
詩
的
世
界
の
内
部
に
先
ず
設
定
さ
れ
、

そ
の
後
仙
的
空
間
を
一
一
諒
う
と
い

う
構
造
を
有
し
て
い
た
。
陸
淳
の
三
巻
本
が
本
詩
を
「
遊
仙
」
と
改
題
し
た
様
に
、

づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
の
様
に
見
え
る
。
実
際
、
六
胡
初
期
に
製
作
さ
れ
た

こ
の
構
造
性
は

「
遊
伯
」

詩
の
系
譜
の
上
に
位
置

「
遊
仙
」
詩
に
は
そ
の
構
造
を
持
つ
も
の
も
散
見
さ

れ
る

佐
竹
保
子
氏
は
、

「
遊
仙
」

詩
に
は
先
ず

「
深
山
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
設
定
さ
れ
、

「
飛
朔
」

「
遊
仙
」
詩
に
通
底
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
と
指
摘
す
る
よ
o

そ
の
後
語
り
手
の
視
点
が
仙
界
へ

し
て
い
く
と
い
う
構
造
が
存
在
す
る
と
し
、

そ
の
構
造
性
は
曹
不
一
以
来
の

王
績
の
当
該
詩
も
ま
た

「
東
陵
」

「
北
巌
」
が
設
定
さ
れ
た
後
、

仙
界
の

「
三
山
」

「
八
、
綱
」
が
一
詠
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
こ
と
は
曹
不
一
の

「
遊
仙
」

l
-
z
j
G
瓦

ニ
同
一
一
口
，
明
ハ
M

「
西
山
一
何
高
、
高
高
殊
無
極
。

上
有
柄
仙
童
、

不
飲
亦
不
食
。

輿
我
一
丸
薬
、

光
躍
有
五
色
。

服
薬
四
五
日
、

胸

生
羽
翼

(
西
山
一
に
何
ぞ
高
き
、
高
高
と
し
て
殊
に
極
ま
る
無
し
。

上
に
雨
仙
童
の
、
飲
ま
ず
亦
た
食
わ
ざ
る
有
り
。
我
に
一
丸
の
薬

の
、
光
曜
と
し
て
五
色
有
る
を
を
輿
う
。

服
薬
す
る
こ
と
四
五
日
、

絢
臆
に
羽
翼
を
生
ず
ご

と

「
西
山
」

を
設
定
し
、

「
軽
奉
乗
浮
雲
、

候
忽
行
百
円
億
(
一
軽
挙
し
て
浮
雲
に
乗
り
、
倹
忽
と
し
て
寓
億
を
行
く
)
」

と
神
仙
へ
の

「
飛
朔
」

を
描
く
構
造
と
酷
似
す
る
。

シ
」
こ

λ
J

が
王
績
詩
は
つ
づ
く
第
九
句
か
ら
第
十
二
句
に
於
い
て
次
の
様
に
述
べ
て
い
く
。

〈
「
過
山
観
尋
蘇
道

不
見
題
壁
」

詩
其
一
、
第
九
勾
(
)
第
十
二
句
〉

金
精
飛
欲
蓋

金
精

飛
び
て
蓋
き
ん
と
欲
し

ゆ
石
髄
溜
臆
堅

石
髄

溜
ま

生て
世磨、
促:に
か堅
く な

る

し

自
悲
生
世
促

自
ら
悲
し
む



無
暇
待
桑
田

桑
田
を
待
つ
に
暇
無
き
を

こ
こ
で
は
仙
薬
で
あ
る

「
金
精
」
、

「
石
髄
」
が
一
詠
出
さ
れ
、

さ
ら
に
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

「飛欲骨一…皿」、

「
溜
熔
堅
」

と
今
に
も
効
力

を
失
い
そ
う
な
も
の
と
し
て
出
現
し
て
い
る
。
仙
薬
が
手
に
入
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
す
な
わ
ち
、

語
り
手
の
視
座
は
初
聯
で
設
定
さ

れ
た
空
間
か
ら
仙
界
へ
飛
朔
し
得
な
い
l

i
現
実
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
ー
ー
と
い
う
こ
と
を
示
す
。

す
な
わ
ち
七
・
八
匂
の

「
三
山
」
、

「
八
洞
」

の
景
色
は
、
蘇
道
士
の
遊
ぶ
仙
界
が
憧
憶
を
伴
っ
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

語
り
手
自
身
の
視
座
が
他
界
へ
と
飛

朔
し
、

術
撤
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。

語
り
手
の
そ
の
よ
う
な
視
座
、

す
な
わ
ち
現
実
か
ら
飛
均
し
得
な
い
と
い
う

視
座
は

終
聯
に
於
い
て

「
桑
田
」
が
蒼
海
に
な
る
よ
う
な
果
て
し
な
い
時
間
を
待
つ
こ
と
が
で
き
な
い

生
世

の
み
じ
か
さ
を
嘆

く
こ
と
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

さ
て
、
第
十
匂
に
詠
わ
れ
る

「
石
髄
」

は
『
音
室
田
』
税
山
康
俸
に
以
下
の
様
に
見
え
る
。

康
又
遇
王
烈
、

共
入
山
。

烈
嘗
得
石
鑓
如
飴
、

却
白
服
半
、

鈴
半
血
〈
京
、

皆
凝
市
震
石
3
0

(
康
又
た
王
烈
に
遇
い
、

共
に
山
に
入
る
。

烈
嘗
て
石
鑓
の
飴
の
如
き
を
得
て

即
ち
自
ら
半
ば
を
販
し
、

鈴
半
は
康
に
輿
う
れ

ど
も
、
皆
な
凝
り
て
石
と
震
る
)

其
一
に
於
い
て
王
績
が

「
石
髄
溜
態
堅
」

と
一
詠
う
の
は

道
士
に
会
え
な
い
1

1

1

仙
界
に
到
達
し
得
な
い
i

i
こ
と
を
詩
作
行
為
の

立
脚
点
と
し
て
位
置
づ
け

そ
し
て
そ
の
様
な
自
己
そ
の
も
の
を
、

仙
界
に
到
達
し
得
な
か
っ
た
富
康
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
け
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

王
績
「
過
山
観
尋
蘇
道
士
不
見
極
壁
」
間
在
来
J
i
|
「
不
見
」
と
「
疑
」
「
似
一
空
間

i
l
(加
藤
)

頁
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上
月
芝
蘭
径

〈
「
過
山
観
尋
蘇
道
士
不
見
題
壁
」
詩
其
二
〉

芝
蘭
の
径

中
巌
紫
翠
一
房

金
壷
新
練
乳

玉
釜
始
煎
香

M
W

六
局
黄
公
術

三
円
赤
帝
方

吹
沙
柳
作
鳥

動
石
試
一
筋
羊

判長
氏
1塁

手玉
促

ω一
徹
洲
命
日
日
長

誰
知
北
巌
下

延
首
一
一
諒
寛
裳

上
月

中
巌

金
壷

玉
釜

六
局F号

法
小
別
卒
の
一
房

新
た
に
乳
を
練
り

始
め
て
香
を
前
…
る

黄
公
の
術

沙
を
吹
き
て
靭
か
鳥
と
作
し

赤
帝
の
方

料美
氏

石
を
動
か
し
て
試
み
に
羊
と
一
筋
さ
ん

還

た

程

促

く

命
日
ず
日
長
し

滅
掛|

誰
か
知
ら
ん
北
巌
の
下

首
を
延
し
て
寛
裳
を
詠
ず
る
を

頁

其
二
の
八
匂
自
ま
で
で
再
び
道
士
の
遊
ぶ
仙

界
を
詠
う
。

其
一
で
道
士
の
い
る
神
仙
へ
と
飛
朔
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
語
り
手
は
、

に
留
ま
る
日
程
は
ほ
ん
の
少
し

の
関
」

で
あ
る
こ
と
、

た
だ
し
語
り
手
は
第
九
匂
に
於
い
て
、

イiJJ
界

再
び
王
子
喬
の
故
事
を
用
い

に
在
る
日
が
長
い
」

「
議
洲

そ
し
て
第
十
句
で

「
椴
氏
山

(
現
実
)

と
述
べ
て
い
る
。

主
二
で
王
子
喬
は
蘇
道
士
と
重
ね



で
あ
る
。

合
わ
さ
れ
て
詠
出
さ
れ
て
い
た
の
と
同
様
に
、
其
こ
で
も
今
在
る
空
間
に
於
け
る
王
子
喬
の
様
な
道
士
の
不
在
を
再
確
認
し
て
い
く
の

延
首
一
詠
貫
裳
」

終
聯
「
誰
知
北
巌
下
、

「
北
巌
」

そ
し
て
道
士
不
在
と
い
う
こ
と
は
、

の
初
聯
で
設
定
さ
れ
て
い
た
現
実
的
空
間
で
あ
っ
て
、

で
よ
り
一
層
深
化
し
て
詠
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
逸
脱
し
得
な
い
語
り
手
の

は
先
に
確
認
し
た
通
り
、

其

ーー「

'ヨ三b
~ 
，>u. 

設

」ー

姿
が
、

神
仙
の
衣
服
で
あ
る

以
上
見
た
様
に
、

「
東
陵
」
、

を
詠
う
と
こ
と
し
か
で
き
な
い
も
の
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

語
り
手
は
繰
り
返
し

「
道
士
」

の
い
る
神
仙
を
志
向
し
な
が
ら
も
、
常
に
其

の
初
聯
で
設
定
さ
れ
た

「
北
巌
」

と
い
う

こ
れ
は
換
言
す
れ
ば
、

そ
の
志
向
は
絶
え
ず
現
実
へ
と
引
き
戻
さ
れ
つ
山
つ
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
z
、
む
し
ろ
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
道
士
の
不
在
を
確
認
し

て
い
く
の
で
あ
っ
て

と
は
、

本
詩
の
詩
題

本
稿
の
序
で
既
に
言
及
し
た
様
に
、

王
績
詩
と
同
様
に

「
道
士
」

不
在
の
現
実
を
直
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

現
実
か
ら
の
逸
脱
を
望
み
な
が
ら
も
、

現
実
か
ら
逸
脱
で
き
な
い
と
い
う
表
現
そ
れ
自
体
が
目
的
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
過
山
競
尋
蘇
道
士
不
見
題
壁
」
と
深
く
関
連
す
る
の
で
あ
る
。

「
不
見
」
乃
至
「
不
遇
」
と
い
う
語
に
代
表
さ
れ
る
、
会
い
に
行
っ
た
が
会
え
な
か
っ
た
と
い

そ
し
て
そ
の
こ

「
道
士
」

う
詩
題
は
唐
代
に
散
見
さ
れ
る
ご

C
O

会
い
に
行
く
対
象
は

「
逸
人
」

や

「
慮
士
」
、

「
山
僧
」
等
多
岐
に
渉
る
が

を
対
象
と
す
る
も
の
と
し
て
都
高
錫
と
孟
郊
の
詩
を
挙
げ
る
‘
二

O

言寺

他
子
東
南
秀

「
尋
注
道
士
不
遇
」

東
南
に
秀
で

〈
劉
百
円
錫

冷
然
士
宮
口
叡
風

笠

歌

五

雲

裏

天
地
一
査
中

仙
子

冷
然
と
し
て
善
く
風
を
叡
す

笠

歌

す

五
倍
一
試
の
一
畏

天

地

一
査
の
中

王
績
「
過
山
観
尋
蘇
道
士
不
一
見
題
控
」
山
首
考

j
i
「
不
見
」
と
「
疑
」
「
似
」
空
間
ー

l
(加
勝
)

頁
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受
篠
金
華
洞

焚
香
玉
帝
{
呂

我
来
君
関
戸

経
是
向
陛
隅

O 

l担

銭
を
金
華
の
、
病
に
受
け

香
を
玉
帝
の
(
呂
に
焚
く

我
来
ら
ば
君
戸
を
閉
ず

一
燃
に
是
れ
蛇
銅
に
向
う
べ
し

先
生
五
兵
遊

〈
孟
郊
「
訪
嵩
揚
道
士
不
遇
」

先
生
五
兵
の
遊
あ
り

文
焔
蔵
金
鼎

日
下
鶴
過
時

人
関
空
落
影

常
ニ
一
一
口
一
粒
薬

不
精
一
一
生
死
境

何
山
富
列
御
冠

去
問
仙
人
請

都
亜
門
錫
「

詩〉

文
焔
は
金
鼎
に
蔵
す

E
下

鶴
過
ぐ
る
の
時

人
間

空
し
く
影
を
落
と
す

常
に
言
う
一
粒
の
薬
あ
ら
ば

何二生
か死
嘗の
に境
列 iこ
御堕
窓ち
とず
なと
り
て

去
り
て
仙
人
の
請
を
問
う
べ
き

注
道
士
不
遇
」

詩
で
は
、

「
仙
子
」
、
が

と
述
べ
る
が
如
く
、

会
い
に
き
た
道
士

「君」

関
戸
」

「
控
綱

「
金
華
、
将
」

や

「
玉
帝
宮
」

と
会
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

等
の
仙
界
で
遊
ぶ
様
子
が
一
不
さ
れ
た
後
、

に
向
か
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
こ
こ
に
は
い
な
い
、

と
再
度
提
示
さ
れ
て
い
る
。

三
回
頁

こ
の
様
に
、

さ
ら
に
ま
た
終
聯
に
於
い
て
道
士
が

「
我
来
君

訪
ね
に
行
っ
た
対
象
の



不
在
を
そ
の
ま
ま
詠
う
と
い
う
こ
と
は
、
際
子
日
印

「
剛
棚
田
逸
人
遊
巌
見
尋
不
遇
題
隠
居
里
壁
」

土マ
γ
」

ニコロ

l
y

「
遊
人
献
書
去
、
薄
暮
返
霊
牽
。

停
道
尋
仙
友
、
青
嚢
賞
ト
来
。

間

忽
相
訪
、

題
鳳
久
表
回
。

石
髄
空
盈
握
、

金
経
秘
不
開

(
遊
人
献
書
し
て
去
り
、
薄
暮
霊
蓋
に
返

と
あ
り
、

を
聞
き
で
は
忽
ち
相
い
訪
ね
、

貌
知
古
「
玄
元
観
尋
李
先
生
不
遇
」
詩
に
も

鳳
を
題
し
て
は
久
し
く
表
団
す
。

る
。
傍
え
て
道
う
仙
友
を
尋
ね
、
主
円
嚢
ト
を
賓
り
て
来
た
る
と
。

石
髄
空
し
く
握
に
盈
ち
、

金
経
秘
し
て
僚
か
ず
ご

「
初
客
今
何
在
、

空
尋
伊

ゴ
向
り

o

h
J
h川

a
hい

最中
イ山
不
可
見

寂
実
返
蓬
山

(
初
客
今
何
く
に
在
ら
ん
、

空
し
く
伊
洛
の
開
に
尋
ぬ
。

紳
仙
見
る
べ
か
ら
ず

寂
実

と
し
て
蓬
山
に
返
る
)
」

と
あ
る
様
に
、

「
不
遇
」

詩
に
共
通
す
る
詠
い
方
で
あ
る
。

孟
郊

「
訪
嵩
陽
道
士
不
遇
」

詩
も
、

訪
ね
に
行
つ

た
道
士
の
姿
は

「鶴」

に
乗
っ
て
仙
界
へ
と
飛
朔
し
、

そ
の
影
の
み
が
人
間
に
あ
る
と
す
る
。

こ
こ
ま
で
は
他
の

「
不
遇
」

詩
と
同
様

で
あ
る
が
、

孟
郊
詩
は
終
聯
に
於
い
て
、

何
時
の
日
か
列
子
が
仙
人
に
会
い
に
い
っ
た
様
に
な
り
た
い
、

と
神
仙
へ
の
願
望
を
一
一
抗
う
。

孟
郊
詩
の
語
り
手
は
道
士
に
会
え
な
い
か
ら
こ
そ
、
道
士
の
居
る
仙
界
を
希
求
す
る
強
さ
が
一
層
増
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
は
、

「
道
士
」

を
対
象
と
し
た

「
不
見
」

乃

「
不
遇
」

と
い
う
詩
題
に
於
い
て
展
開
さ
れ
る
詩
で

斗
1
品

、

道
士
」

に
会
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
単
純
に
示
さ
れ
る
、

或
い
は
会
え
な
い
か
ら
こ
そ
神
仙
を
希
求
し
て
い
く
語
り
手
の
姿
が

不
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、

王
績
の

「
不
見
」

会
汁
十
品
、

ご

=
n
H
'
'
u
v

繰
り
返
し
神
仙
へ
の
憧
憶
を
詠
い
な
が
ら
も
、

現
実
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
と
い
う
感
懐
が
其
二
ま

で
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
が
、

其
三
に
於
い
て
ど
の
様
に
展
開
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

主
総
「
過
山
観
尋
蘇
道
士
不
見
極
陸
」
山
首
考

i
i
i
「
不
見
」
と
「
疑
」
「
似
」
空
間
|
|
(
加
藤
)

五
頁
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耳

こ
の
場
所
の
他
界
化
i
i
「疑」

の
空
間

「似」

結
衣
尋
野
路

〈
「
過
山
観
尋
蘇
道
士
不
見
題
壁
」

詩
其
三
、
第
一
句
(
〉
第
八
匂
〉

負
杖
入
山
内

道
士
一
一
呂
'
無
宅

仙
人
更
有
村

5
叶
叫
川
市
ム
℃
寄
ハ
土
土

ι則

ハu
j
-
/
一、プ
1
主
れ
い
・
1
4・
i
4
3

玉!小
林I1歪
塵i入
柑|桃

冷i源

金
鍾
火
尚
温

こ
こ
で
は
第
三
匂
で

当7
'-

「
山
内
」

つ
づ
く
第
四
句
に
於
い
て 衣

を
結
び
て
野
路
を
尋
ね

道
士

杖
を
負

更i言iい
に に て

村宅山
有無向
らく lこ
ん 入

る

仙
人

斜

渓f工
玉
林

金
鍾

「鑑…(毛」

桂
樹
横
た
わ
り

桃
源
に
入
る

塵
は
精
く
冷
え

火
は
尚
お
温
か
な
り

「
道
士
言
無
宅
」

と
述
べ
る
様
に
、
道
士
不
在
の
空
間
が
再
度
確
認
さ
れ
て
い
る
。

本
来
道
士
の
宅
が
あ
る
べ

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
道
士
不
在
と
い
う
こ
と
が
一
層
実
感
を
伴
っ
て
迫
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
の
認
識
は

「
仙
人
」

の
村
す
ら
も
存
在
し
な
い
と
詠
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
一
層
深
化
し
て
確
認
さ
れ
る
。
道
士

其

一
と
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
於
い
て
再
び
詠
出
さ
れ
深
化
さ
れ
た

「
小
径
」
が
そ
れ

不
在
の
空
間
を
詠
う
と
い
う
こ
と
は
其
一
、

「
斜
渓
」
、

ぞ
れ

桂

樹

語
り
手
の
視
点
は
ど
の
様
に
展
開
す
る
の
か
と
い
う
と
、
第
五
匂
か
ら
第
八
句
に
か
け
て
、

と
い
う

5寺

「
桃
源
」

眼

目IJ

の

と
い
う
仙
境
に
通
じ
て
い
る
と
詠
う
こ
と
と
、

ま
た
同
じ
く
眼
前
に
存
在
す
る

「
玉
林
」
、

「
金
鍾
」



「
吐
定
士
」

の
痕
跡
を

「
塵
柑
冷
」

「
火
尚
温
」

と
詠
い
、

「
道
士
」
が
こ
こ
を
離
れ
て
か
ら
時
間
が
経
っ
て
い
な
い
と
一
不
す
こ
と
と
に
よ

っ
て
、

今
在
る
現
実
空
間
l

i
道
士
不
在
の
空
間
l

l
を
仙
界
と
し
て
設
定
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

一、伊一

J

、

宇
j

，f
j
lし

そ
の
空
間
は
次
の
様
に
し
か
語
り
得
な
い
。

〈
「
過
山
観
尋
蘇
道
士
不
見
題
壁
」

詩
其
三
、
第
九
匂

1
第
十
二
句
〉

心
疑
遊
北
極

逆;望心
じげはは

仇西北
秋昆極
三、に lこ
/ I渉 遊

るぶ
がか
似;と
し疑

蓄
里
に
還
り
て

ω望
似
捗
西
毘

逆
愁
還
欝
里

十
粛
候
訪
子
孫

藩
僚
と
し
て
子
孫
を
訪
ぬ
る
を

語
り
手
の

J心
L一一

は
北
極
に
遊
ぶ
か
と

「疑」

、、、
1
h
v
 

そ
の

一「

亡尽
三笠三

し一一

め
は
山
昆
寄
山
に
登
っ
た
か
の

「似」

し
と
一
一
諒
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ

は
つ
ま
り
第
五
句
か
ら
第
八
句
ま
で
で
行
わ
れ
て
き
た
、

今
在
る
道
士
不
在
の
空
間
を
、
道
士
の
痕
跡
を
述
べ
る
こ
と
で
仙
界
と
し
て

形
成
し
て
い
く
営
み
そ
の
全
て
は

疑」

「
似
」

と
し
て
し
か
語
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の

「
疑
似
」

空
間
の
構
造
性
i

ー
す
な
わ
ち
現
実
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
仙
界
と
の
距
離
感
が
確
認
さ
れ
た
後
、

そ
の
現
実
を
仙
界
と
し
て
設
定
し
て
い
く

と
い
う
構
造
性
i

i
ーは、

「
遊
仙
」

詩
並
び
に

「
不
見
」

乃
至

「
不
遇
」

詩
に
は
見
え
な
い
。

「
遊
仙
」

詩
で
は
、

他
界
で
遊
ぶ
語
り
手

の
姿
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ

そ
し
て
ま
た
、
唐
代
の

「
不
見
」

詩
で
は
先
に
確
認
し
た
通
り

単
純
に
道
士
に
会
え
な
い
i

l
仙

界
に
到
達
で
き
な
い
i

i
こ
と
が
一
不
さ
れ
る
、

或
い
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
仙
界
を
希
求
す
る
志
向
性
が
強
ま
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

て、

「
疑
似
」

空
間
に
よ
っ
て
自
己
の
在
る
現
実
を
他
界
化
し
て
い
く
営
み
は
見
え
ず
、

こ
こ
に
王
績
の

「
不
見
」

詩
の
独
自
の
表
現

王
績
「
過
山
観
尋
蘇
道
士
一
小
児
題
控
」
山
首
長
」
J
i
l
l
「
不
見
」
と
「
疑
一
「
似
」
空
間
i
i
i
(
加
藤
)

三

七

頁
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頁

構
成
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、

績
詩
に
は
仙
界
を
否
定
す
る
表
現
が
散
見
さ
れ
る
。

さ
ら
に
そ
れ
は

「
春
醸
煎
松
葉
、

秋
杯
浸
菊
花
。
相
逢
寧
可
辞
、
定

詩 不
向
学
丹
砂

や、

(
春
醸
は
松
葉
を
煎
り
、

秋
杯
菊
花
を
浸
す
。
相
逢
え
ば
寧
ろ
酔
う
べ
く
、

定
め
て
丹
砂
を
皐
ば
ざ
れ
ご

(
「
贈
山
崎
ナ
仙
者
」

「
廻
頭
尋
仙
事
、
併
是
一
空
虚

(
頭
を
廻
ら
し
て
仙
事
を
尋
ぬ
れ
ば
、

併
せ
て
是
れ
一
に
空
虚
た
り
ご

(
「
田
家
」

詩
其
一
)

一
見
す
る
と
仙
界
を
詠
う
様
に
見
え
る
「
遊
北
山
賦
」
も
、
北
山
へ
の
登
山
の
様
子
を

進
陵
脆
幅
。
連
峯
雑
起
、
複
障
環
好
。
歴
丹
危
市
尋
絶
径
、
肇
翠
険
罰
覚
修
塗
。
釜
飛
情
於
霞
道
、
振
逸
想
於
煙
街
。

重
林
合
水
田
以
替
列
、
山
朋
崖
福
間
市
棺
扶
。
緒
深
沢
於
絶
硝
、
視
晃
朗
於
高
綱
(
乃
ち
林
織
を
披
き
、
進
み
て
脆
糧
を
陵
る
。
連
峯
は
雑

翠
険
を
馨
り
て
修
塗
を
一
見
む
。
飛
情
を
霞
道
に
釜
げ
、
逸
想
を
煙
衡
に
振
る
う
。

と
述
べ
、
眼
前

の
如
く
、

激
し
い
口
調
を
以
て
語
ら
れ
る
。

「
乃
披
林
構
、

起
し
、
複
峰
は
環
好
す
。

丹
危
を
歴
て
絶
径
を
尋
ね
、

重
林
合
沓
と
し
て
以
て
替
し
く
列
し
、
山
朋
崖
喬
研
と
し
て
棺
い
扶
く
。

深
況
を
絶
摘
に
賭
、

晃
朗
を
高
明
に
視
る
ご

の
景
物
を
事
細
か
に
示
し
た
後
、

以
下
の
様
に
述
べ
る
。

自
謂
捧
風
隣
市
出
挨
塩
、

滋
若
朝
玄
宮
市
謁
紫
都
。
:
・
:
・
古
藤
曳
紫
、

寒
苔
布
線
。

洞
一
畏
窺
童
問
、
巌
透
釘
局
。
訪
併
霊
縦
、
依
稀
仙

鶴。

(
自
ら
謂
ら
く
風
般
に
捧
り
て
挨
塩
を
出
で
、
遂
と
し
て
玄
宮
に
朝
し
て
紫
都
に
謁
す
る
が
若
き
な
る
を
。
:
:
:
古
藤
は
紫
を
曳

き
、
寒
苔
は
絡
を
布
く
。
洞
裏
に
書
を
窺
い
、
巌
濯
に
釣
局
す
。
初
得
た
る
霊
縦
、
依
稀
た
る
仙
鵠
)

語
り
手
は
北
山
で
の
心
境
を

ま
る
で
天
帝
に
戸
謁
見
す
る
か
の

二
右
」

き
で
あ
る
と
詠
い
、

更
に
は
神
霊
の
跡
や
、

仙
界
の
跡
も
そ

れ
ぞ
れ

「
初
微
」
、

「
依
稀
」

た
る
も
の
と
し
て
詠
う
。

こ
こ
で
も

「
過
山
観
尋
蘇
道
士
不
見
題
壁
」
詩
と
同
様
の

「
疑
似
」
的
神
仙
空



聞
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

「
遊
北
山
賦
」

は
そ
の
後
、

次
の
様
に
述
べ
る
。

昔
時
君
子
、

八
世
田
関
上
征
、

忽
逢
異
客
。

試
問
仙
経
、

談
九
華
之
易
就
、

紋
三
英
之
可
成
。
拭
丹
焼
而
調
石
髄
、

裏
翠
公
一
品
市
出
金
精
。

-
・
紛
五
口
人
之
狭
見
、

撹
群
疑
而
自
携
、

使
捉
足
市
成
安
、

亦
{可
矯

此
物
。

彼
赤
城
血
〈
玄
罰
、
量
窓
虚
市
構
窟
。

但
水
月
之
非
員
、

時
世
間
繋
色
之
無
備
。

過
失
劉
向
、

汗
瑳
葛
洪
。
指
期
繋
影
、

依
方
捕
風
。

必
比
じ
じ
仕
比
件
H

一

三
ロ
ム
目
邸
内
廿
↑

何
慮
逃
空
。

仰
限
使
遊
八
洞
之
金
室
、

坐
三
清
之
玉

宮
、
長
懐
企
士
一
攻
、
量
非
林
大
籍
。
徒
勢
海
上
、

何
事
雲
中
。
昔
蒋
元
調
之
三
淫
、
陶
淵
明
之
五
柳
、

君
平
坐
ト
於
市
内
、

子
異
射
耕
於
谷

但
だ
水
月
の
異
に
非
ず
、

威
遂
性
而
同
楽
、
量
違
方
市
別
守
。
五
口
亦
無
求
、
新
駕
濁
遊
。

八
世
田
て
開
く
上
征
し
、
忽
ち
異
客
に
逢
う
と
。
試
み
に
仙
経
を
問
え
ば
、
九
華
の
就
き
易
す
き
を
談
じ
、
三
英
の
成

る
べ
き
を
紋
す
。
丹
熔
を
拭
い
て
石
髄
を
調
え
、
翠
釜
を
裏
し
て
金
精
を
出
だ
す
。
:
・
:
・
吾
人
の
狭
見
を
紛
し
、
群
疑
を
捜
し
て
自

捉
足
し
て
戚
な
安
ん
ぜ
し
め
、
亦
た
何
ぞ
此
の
物
を
矯
さ
ん
や
。
彼
の
赤
城
と
玄
留
と
、
量
に
虚
に
懲
り
て
窟
を
構
え
ん
。

整
色
の
併
無
き
に
誓
う
。
過
て
り
劉
向
、
仔
瑳
葛
洪
。
期
を
指
し
て
影
を
繋
ぎ
、

何
れ
の
い
庭
に
か
空
に
逃
れ
ん
。
偲
使
八
洞
の
金
室
に
遊
び
、
三
清
の
玉

(
昔
時
君
子
、

ロ
。
或
託
問
問
、
或
歴
山
薮
。

ら

?弗

方
に
依
り
て
風
を
捕

う
。
誰
か
能
く
世
を
離
れ
、

に
坐
す
と
も
、

長
し
え
に
企

羨
を
懐
か
ば
、
山
豆
に
林
大
鐘
に
非
、
ざ
ら
ん
。
海
上
に
徒
努
し
、
何
ぞ
雲
中
を
事
と
せ
ん
や
。
北
日
蒋
元
調
の
三
一
進
、
陶
淵
明
の
五
柳
、

{
倣
ハ
M
T
}

君
平
坐
し
て
市
内
に
ト
し
、
子
異
射
ら
谷
口
に
耕
す
。
或
い
は
鶴
間
に
託
し
、
或
い
は
山
薮
を
歴
ぶ
。
威
な
性
を
遂
げ
て
楽
し
み
を

同
じ
く
し
、
査
に
方
を
違
え
て
守
を
別
た
ん
。

五
?
も
亦
た
求
む
る
無
く
、

新
駕
に
濁
り
遊
ぶ
)

北
山
へ
の
登
山
は
神
仙
の
痕
跡
等
が

「
訪
徐
」
、

「
依
稀
」

と
一
不
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が

王
績
は
つ
づ
い
て
、
劉
向
と
葛
洪
と
い

う
仙
道
家
に
対
し
て
激
し
く
非
難
す
る
。

も
し
仮
に

(
綴
使
)

八
洞
の
金
室
や
、

三
清
の
玉
宮
と
い
う
仙
界
に
あ
っ
て
も

そ
こ
で

王
綾
「
過
山
際
-
責
任
山
一
士
不
見
極
壁
」
山
首
考

i
i
i
「
不
見
」
と
「
疑
」
「
似
」
空
間
l
l
i
(
加
藤
)

三
九
頁
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「企士一次」

を
抱
く
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
鳥
鎮
の
中
に
在
る
の
と
伺

で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
し
て
神
仙
を
否
定
し
た

語
り
手
は
、
蒋
元
訊
や
陶
淵
明
、

巌
君
平
、

郭
撲
の

「
遂
性
市
向
山
架
」

の
如
き
隠
遁
空
間
で
生
き
て
い
く
決
意
を
表
明
す
る
。

以
上
の

様

如
何
に
仙
界
に
遊
ぶ
が
如
き
描
写
を
重
ね
て
も
、

そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も

「
若
」
や

「
初
練
」
、

「
依
稀
」

と
し
か
詠
わ
ざ
る
を
得

ず、

語
り
手
は
必
ず
現
実
的
な
空
間
へ
と
立
ち
戻
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、

其
三
は

「
疑
似
」

空
間
が
一
不
さ
れ
た
後
「
逆
愁
還
蕎
皇
、
着
後
訪
子
孫
」

と
、
蓄
里
に
還
っ
た
際
、

果
て
し
な
い
時
間
が
経

過
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

と
い
う
表
現
は
、

「
和
庚
一
屑
吾
入
道
館
」
詩
に
、
「
桃
花
経
作
賞
、
準
水
屡
成
田
。
逆
愁
錦
蓄
里
、
追
間
斧
柄
年
(
桃
花
経
て
賓
を
作
し
、
海
水
屡
し
ば

田
と
成
る
。
逆
じ
め
愁
う
奮
里
に
蹄
り
て
、
斧
粁
の
年
を
追
閉
す
る
を
ご
と
あ
る
。
道
館
か
ら
帰
る
と
実
際
に
は
果
て
し
な
い
時
間

「
秋
ご
う
語
り
手
の
姿
が
提
示
さ
れ
る
。
第
十
一
匂
「
逆
秋
山
還
蕎
里

照
弘
正
の

が
経
過
し
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
を

「
逆
じ
め
愁
う
」

の
で
あ
る
。

王
績
の

「
過
山
観
尋
蘇
道
士
不
見
題
壁
」

詩
其
三
も
同
様
に
、
今
あ

る
道
士
不
在
の
空
間
を

「
疑
似
」

と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
仙
界
化
し
、

周
弘
正
の
例
の
如
く
現
実
で
の
時
間
経
過
を

「
逆
じ
め
愁
う
」

の
で
あ
り
、

語
り
手
が
こ
こ
で
時
間
の
経
過
を
気
に
懸
け
る
と
い
う
こ
と
そ
れ
自
体
は
、
道
士
不
在
空
間
を

「
疑
似
」

化
し
て
い
く
営

み
の
成
功
を
意
味
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
同
時
に

現
実
の
時
空
を
意
識
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

語
り
手
の
視
座
は
現
実
へ
と
向
か
わ

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
て
、

や
は
り
其
三
で
形
成
さ
れ
た

「
疑
似
」

空
間
に
は
既
に
現
実
へ
の
志
向
性
が
内
包
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

其

其
二
で
繰
り
返
し
示
さ
れ
て
い
た
、
道
士
に
会
え
な
い
こ
と
、

す
な
わ
ち
現
実
か
ら
の
逸
脱
の
不
可
能
性
に
対
す
る
歎
き
は
、

主
ハ
三
で

「
疑
似
」

空
間
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
応
の
解
決
が
為
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し

そ
れ
は
あ
く
ま

で
も

「
疑
似
」

で
あ
る
以
上
、

語
り
手
は
再
び
道
士
不
在
の
空
間
に
立
ち
戻
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
れ
は
其
四
で
如
何
に
し
て
語
ら
れ

て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。



直

「疑」

「
似
」
空
間
の
駿
棄

i
i脅
康
た
る
自
己
の
獲
得

i
i

異
経
知
那
是

〈
「
過
山
観
尋
蘇
道
士
不
見
題
壁
」
詩
其
四
〉

那
れ
か
是
な
る
を
知
ら
ん
や

仙
骨
定
何
一
矯

許
選
心
長
切

税
山
康
命
自
奇

ω桑
琉
金
関
遮

苔
重
石
梁
危

照
水
燃
犀
角

遊
山
費
虎
皮

鴨
桃
関
巳
種

ω
龍
竹
未
経
騎

矯
向
天
仙
道

棲
違
君
誼
知

主
ハ
三
で

疑
似
」

そ
し
て
ま
た
仙
人
に
成
る

か

異
経

仙
骨

許
選

税
山
康

心定
はめ
長五て
に{可
切を
なか
り矯

さ
ん

命
は
自
ず

金か
関ら
週:奇
かな
lこり

桑
は
疏
に
し
て

石
梁
危
し

苔
は
重
く
し
て

犀
角
を
燃
や
し

山水
にを
遊照
びら
てし

て

鴨
桃

龍
竹

虎
皮
を
費
や
す

未 巳
だに
経と種

てフ
騎る
せを
ず間

く
も

天
仙
の
道
に
向
わ
ん
が
震
に

棲
達
す
る
を
君
詑
ぞ
知
ら
ん

空
間
を
提
示
し
た
語
り
手
は
、

「
仙
骨
」

其
四
の
初
聯
に
於
い
て
道
家
の
典
籍
で
あ
る

の
素
質
が
ど
の
様
な
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
懐
疑
的
な
視
点
を
一
不
す
。

二
県
一
巡
」

は
正
し
い
も
の
で
あ
る
の

Jコ
Jコ
く

王
績
「
過
山
観
尋
蘇
道
士
不
見
題
壁
」
山
首
表
J
I
l
l
「
不
見
」
と
「
疑
」
「
似
」
空
間
i
i
i
(
加
藤
)

四
一
一
員
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三
・
四
句
で
は

「
許
遁
」

と

「
税
山
康
」

の
二
者
が
出
現
す
る
。

「
許
湛
」

は
王
義
之
を
信
者
と
し
て
獲
得
す
る
程
の
仙
道
家
で
あ
り
、

一
方
の
愁
康
は
、

其
一
で
言
及
し
た
通
り
仙
界
に
辿
り
着
く
こ
と
の
出
来
な
い
存
在
で
あ
る
。

許
選
は
神
仙
へ
と
飛
朔
し
た
が
、

愁
康

は
飛
朔
し
得
な
か
っ
た
、

こ
の
こ
と
が

「
仙
骨
定
何
一
筋
」

と
い
う
仙
界
へ
の
逸
脱
に
対
す
る
懐
疑
的
な
視
点
を
一
層
際
立
た
せ
て
い
く

の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
時
、

「
石
髄
溜
磨
堅
」

た
る

「
愁
康
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
再
び
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
こ
で
は
主
二
以
下
繰
り
返
し
詠
わ
れ
て
き
た
、
逸
脱
の
不
可
能
性
の
象
徴
1

1

す
な
わ
ち
道

に
会
え
な
い
自
己
の
仮
託

i
!
と
し

て
語
ら
れ
る
必
然
性
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
づ
く
第
五
・
六
句
に
於
い
て
、

仙
人
の
住
む

「
金
関
」

lま

週

か
で
あ
る
こ
と
、

苔
に
よ
っ
て

「
石
梁
」

lま

「
危
」

く
崩
れ
落

ち
て
し
ま
う
と
提
示
さ
れ
る
。

「
金
関
」
が

「、思」

か
で
あ
る
と
い
う
の
は
、

王
績
「
贈
皐
仙
者
」
詩
に
も

「
採
薬
層
減
速
、

尋
部
海

路
除
。

玉
壷
横
田
月
、

金
関
断
煙
霞
(
薬
を
採
ら
ん
と
す
る
も
層
城
遠
く
、

師
を
尋
ね
ん
と
す
れ
ど
も
海
路
除
か
な
り
。

玉
査
臼
月
に

横
わ
り
、

金
関
煙
霞
に
断
た
る
)
」

と
あ
る
よ
う
に
、

神
仙
と
の
距
離
感
を
一
不
す
。
第
五
・
六
句
で
そ
の
様
に
述
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、

神
仙
空
間
が
否
定
的
に
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
四
句
で
、
道

に
会
う
こ
と

つ
ま
り
其
三
で
築
き
上
げ
た

「
疑
似
」

が
で
き
な
い
自
己
は
、

神
仙
に
到
達
で
き
な
い
愁
康
の
姿
そ
の
も
の
だ
、

と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
時
、

其
三
で
設
定
さ
れ
た

疑

似
」
空
間
は
必
要
と
さ
れ
な
く
な
る
の
で
あ
っ
て
、

一週」

「
危
」

と
い
う
表
現
が
代
表
す
る
様
に
、
突
如
と
し
て
殻
棄
さ
れ
る
の
で
あ

る。

「
鴨
挑
間
巳
種
、
龍
竹
未
経
騎
」

し
か
実
を
結
ば
な
い
桃
で
あ
っ
て
着
手
、

そ
し
て
第
九
・
十
句
で
は

と
述
べ
ら
れ
る
。

「
鴨
挑
」

は
西
王
母
が
漢
武
帝
に
授
け
た
、

仙
界
で

「
龍
竹
」

も
以
下
の
故
事
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

長
一
房
辞
蹄
、

翁
血
二
竹
杖

B
、
騎
此
任
所
之
、

則
自
歪
失
。

既
至
、

可
以
杖
投
葛
被
中
也
。

又
矯
作
一
符
日
、

以
北

王
地
上
鬼
紳



長
一
房
乗
杖
、

須
出
火
来
騎
。
自
謂
去
家
適
経
旬
日
、

市
己
十
鈴
年
失
。

即
以
杖
投
阪
、

顧
祝
則
龍
也
‘
一
同

O

(
長
房
辞
し
て
蹄
せ
ん
と
す
る
に
、

翁
一
竹
杖
を
輿
え
て
日
く
、

此
に
騎
し
て
之
く
一
的
に
任
せ
ば
、

剛
山
ち
自
ず
か
ら
至
る
。

既
に

至
ら
ば
、

杖
を
以
て
葛
破
の
中
に
投
ず
べ
き
な
り
と
。

又
た
矯
に
一
符
を
作
り
て
日
く
、
此
を
以
て
地
上
の
鬼
神
を
主
れ
と
。

須
奥
に
し
て
来
蹄
す
。
自
ら
謂
ら
く
家
を
去
る
こ
と
適
だ
旬
日
を
経
る
と
、

長
一
房

杖
に
乗
り
て
、

市
れ
ど
も
巴
に
十
鈴
年
な
り
。

即
ち
杖

を
以
て
岐
に
投
じ

顧
視
す
れ
ば
則
ち
龍
な
り
)

「
鴨
桃
」

は
仙
界
に
植
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
聞
い
た
が

「
藷
竹
」

は
未
だ
使
用
さ
れ
て
い
な
い
、

と
い
う
こ
と
は
つ
ま
り
、

道
士
が
仙
界
か
ら
還
っ
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、

こ
こ
で
も
や
は
り
道
士
の
不
在
を
繰
り
返
し
確
認
し
て
い
く
語
り
手
の
姿

が
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
。

其
田
で

「
疑
似
」

空
間
を
殿
棄
し
て
、
道
士
不
在
の
現
実
空
間
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
確
認
す
る
と
い

う
こ
と
は
、

自
己
が
哲
康
そ
の
も
の
だ
と
確
認
し
て
い
く
為
の
方
法
と
し
て
で
あ
っ
た
。

そ
の
と
き
必
要
と
さ
れ
る
替
康
の
イ
メ
ー
ジ

は
一
体
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
、

と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
替
康
の

「
遊
仙
」

詩
を
挙
げ
る
。

逢
望
山
上
松

遥
か
に
山
上
の
松
を
望
め
ば

隆
谷
欝
青
葱

~釜
谷

欝
と
し
て
青
葱
た
り

自
遇
一
何
高

自
ら
遇
す
る
こ
と
一
に
何
ぞ
高
き

濁
立
、
週
無
嬰

濁
立
し
て
沼
か
に
嬰
ぶ
無
し

川
山
瀬
想
遊
主
ハ
下

願
わ
く
は
其
の
下
に
遊
ば
ん
と
想
え
ど
も

王
縞
「
過
山
観
尋
蘇
道
士
不
一
見
極
壁
」
凶
首
考
|
|
「
不
見
」
と
「
疑
」
「
似
」
空
間
i
i
l
(
加
藤
)

四
三
頁
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援
路
絶
不
通

際
路

絶
え
て
通
ぜ
ず

愁
康
の

「
遊
仙
」

詩
に
も
第
五
句
・
第
六
句
で
神
仙
へ
の
逸
脱
の
不
可
能
性
が
詠
わ
れ
て
は
い
る
。

「
王
喬
界
我
去
、
乗
雲
駕
六
龍
。

瓢
銅
戯
玄
陸
、
黄
老
路
相
逢
。
授
我
自
然
道
、

噴
若
授
童
蒙

し
か
し
な
が
ら
第
七
句
以
降
、

(
王
喬
我
を
昇
、
げ
て
去
り
、
雲
に
乗
り

て
六
龍
に
鷺
す
。

瓢
繍
と
し
て
玄
圏
に
戯
れ
、

黄
老
に
路
に
棺
い
逢
う
。

我
に
自
然
の
道
を
授
け
、

嘆

と

し

て

童

蒙

を

緩

く

が

若

し

と
あ
り
、

終
聯
で
は

「
長
輿
俗
人
別
、

誰
能
観
其
縦

(
長
し
え
に
俗
人
と
別
る
れ
ば
、

誰
か
能
く
其
の
縦
を
観
ん
や
ご

と
述
べ

る
様
に
、

一
日
一
逸
脱
の
不
可
能
性
を
述
べ
て
い
た
語
り
手

い
と
い
う
現
実
を
、
詩
作
の
中
で
1

1

詩
的
世
界
に
設
定
さ
れ
る
語
り
手

「
我
」

は
、
神
仙
へ
の

「
飛
期
」

を
果
た
す
。

税
山
康
は
神
仙
に
辿
り
着
け
な

我

の
飛
朔
を
措
く
こ
と
、

す
な
わ
ち
表
現
す
る
こ
と
の

中
で
i
i
i
解
決
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

し
か
し
王
績
が
必
要
と
し
た
信
康
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

そ
の
よ
う
な
語
り
手

「
我
」

と
し
て
で
は

な
く
、

ど
こ
ま
で
も

「
飛
朔
」

し
得
な
い
ど
こ
ま
で
も
現
実
的
な
信
康
と
し
て
で
あ
る
。

王
績
は
惰
唐
の
交
代
期
に
あ
っ
て
、

官
を
辞

め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

王
績
は
そ
の
償
額
ゃ
る
か
た
な
い
思
い
を
、
自
己
と
古
の
高
士
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
慰
め
て
い

く
の
で
あ
る
が
ま
、

そ
の
時
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
高
士
の
、

よ
り
現
実
的
な
側
面
な
の
で
あ
る
。

「
過
山
観
尋
蘇
道
士
不
見
題
壁
」
詩
其
三
で
形
成
さ
れ
た

「
疑
似
」

空
間
を
致
棄
(
殻
棄
を
前
提
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ

「
疑
似
」

と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
)

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

現
実
に
は

「
飛
期
」

で
き
な
か
っ
た
愁
康
と
自
己
と
が
よ
り
一
層
強
く

結
び
つ
い
て
獲
得
さ
れ
る

と
い
う
構
造
が
其
屈
に
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。



結本
稿
で
は
、

「
過
山
H

説
尋
蘇
道
士
不
見
題
壁
」

の
詩
題
が
三
巻
本
で

「
遊
仙

と
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
手
が
か
り
に
、

本
詩
が

ど
の
様
な
表
現
構
成
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。

其

主(一

に
は
神
仙
世
界
が
詠
わ
れ
て
お
り
、

見
す
る
と

「
遊
仙
」
詩
の
様
で
は
あ
る
が
、

語
り
手
の
視
座
は
其
一
で

さ
れ
た

「
東
陵
」
、

「
北
巌
」

と
い
う
現
実
空
間
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
と

い
う
こ
と
を
確
認
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
て
、

決
し
て

「
遊
仙
」

詩
の
系
譜
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
陸
淳
が
本
詩
を

こ
の
こ
と
か
ら
陸
淳
の
編
纂
意
識
の

(
彼
の
有
震
の
誌
を
稔
り
、

端
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

そ

「
遊
仙
」

詩
と
し
た
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
と
一
言
え
る
。

-

J

一
J

宇
/
十
/

1
し

の
意
識
と
は
、
陸
淳
自
身
の
序
に

「
絃
彼
有
矯
之
詞
、

全
其
懸
解
之
志

其
の
懸
解
の
志
を
全
う
す
ご
と

世
俗
か
ら
解
放
さ
れ
た
恕
遁

述
べ
る
が
如
く
、

王
績
の
儒
家
的
な

有
一
筋
」

l

l
官
界
に
対
す
る
視
座
l

l
と
い
う
側
面
は
除
か
れ

者
像
、

す
な
わ
ち

「
懸
解
之
士
山
」

に
好
適
す
る
も
の
を
採
録
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、

陸
淳
に
と
っ
て
本
詩
は

「

fu
ボ
日
刀
生
s

一

司
沼
町
川
北

h
旬
月
」

た
る

績
像
に
合
わ
せ
て

「
遊
仙
」

と
改
題
す
る
必
然
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
詩
は
や
は
り

「
不
見
」

詩
の
系
譜
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
本
詩
は
、

後
代
製
作
さ
れ
た

「
不
遇
」

詩
の
様
に
、

た
だ
単
純
に
神
仙
へ
の
逸
脱
の
不
可
能
性
を
確
認
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、

「
道
士
」

の
痕
跡
を
述
べ
る
こ
と
で
、

そ
の
空
間
自
体
を

「
疑
似
」
他
界
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。

「
疑
似
」

空
間
を
其
四
で
一
致
棄
し
、

そ
れ
を
方
法
と
し
て

道
士
不
在
l
i
i
現
実
か
ら

飛
邦
で
き
な
い
ー
ー
と
い
う
こ
と
を
再
度
確
認
し
、

同
じ
く

「
飛
邦
」

し
得
な
か
っ
た
現
実
的
な
愁
康
の
姿
と
自
己
と
が
よ
り
強
冨
に

結
び
つ
い
て
い
く
。

「
過
山
観
尋
蘇
道
士
不
見
題
壁
」

詩
四

に
は
こ
の
よ
う
な
表
現
構
成
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

王
績
「
過
山
組
問
得
蘇
道
士
不
一
見
極
控
」
山
首
考

l
l
「
不
見
」
と
「
疑
」
「
似
」
空
間

1
1
0
(加
藤
)

四
五
頁
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ヱ
五
巻
本
と
三
巻
本
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
今
場
正
美
「
陸
淳
制
『
東
皐
子
集
』
小
識
」

(
『
皐
林
』
第
十
八
競

一
九
九
二
。

後

に

言

逸

と

文

皐

1

1

陶
淵
明
と
沈
約
を
中
心
と
し
て

l
l
』
に
所
収
。

朋
友
書
居
、

二

O
O
三
)
、

並
び
に
張
錫
厚
『
王
績
研
究
』
(
新
文
幽
一
旦
出
版
公
司
印
行
、

一
九
九
五
)

T

」
リ
芋
ナ

l
I
=
コロ

し

な
お
、

本
稿
で
引
用
す
る
王
績
の
詩
文
は
韓
理
洲
校
黙
『
王
無
功
文
集

五
巻
本
曾
校
』
(
上
海
古
籍
出
版
、

一
九
八
七

に
拠
っ
た
。

三
巻
本
と
の

開
で
異
同
が
あ
る
場
合
は
注
記
し
た
。

ぷ
「
題
壁
」

に
つ
い
て
は

鈴
木
修
次
吋
唐
詩

そ
の
伝
達
の
場
』

(
Z
Z
穴
ブ
ッ
ク
ス
、

一
九
七
六

に
詳
細
な
論
究
が
あ
る
。

よ
三
巻
本
を
底
本
と
し
た
康
金
聾
・
夏
連
保
校
注
『
王
績
集
編
年
校
注
』
(
山
西
人
民
出
版
社
、

一
九
九
二
)

は

「
東
陵
」

「
北
巌
」

を
そ
れ
ぞ
れ

東
破
」

「
北
山
石
」

こ
ト
F
qノ

y
b
t
F
A
i
-
-
1
9
1
 

「
東
破
、

即
東
皐
也
、

績
隠
居
期
耕
之
慮
。

北
山
石
、
指
北
山
、

昔
文
中
子
通
隠
居
講
皐
之
慮
(
東
肢
は
東
皐
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

王
績
が

隠
居
し
て
射
耕
し
た
場
所
で
あ
る
。

北
岩
は
北
山
の
こ
と
で
あ
っ
て

王
績
の
兄
で
あ
る
王
通
が
隠
居
し
講
学
を
し
た
場
所
で
あ
る
ご

と
し
、

金
栄
華
校
注

『
王
績
詩
文
集
校
注
』
(
新
文
型
出
版
、

九
九
八

は
よ
り
簡
潔
に

「
東
陵

即
東
皐
。

北
巌

f![J 
1ヒ
山

と
す
る
。

ま
た
王
績
「
山
家
夏
日
」
其
七
に
も

「
幽
居
枕
蹟
川

長
望
欝
芋
芋
。

北
巌
採
樵
路

東
域
種
薬
田

(
幽
居
鹿
川
に
枕
し
、

長
望
す
れ
ば
彰
と
し
て
芋
芋
た
り
。

北
巌
樵
を
採
る
路
、

東
城
薬
を

種
う
出
ご

と
あ
る
。

よ
『
列
伯
惇
』

よ
『
列
仙
惇
』

よ
佐
竹
保
子

「
遊
仙
詩
の
系
譜
ー
ー
ー
曹
不
一
か
ら
郭
撲
ま
で
」

『
東
北
皐
院
大

論
集
一
般
教
育
』

8

3
・
8

4

一
九
八
六
)
。

3
枕
山
康
が
石
髄
を
手
に
し
た
捺

る
の
様
に
な
り
服
用
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
話
は
、
『
音
書
』
に
は
簡
潔
に
一
不
さ
れ
て
い
る
が
、
『
一
料
仙
惇
』
王
烈
の
箇
所

に
は
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

長
∞
『
楚
辞
』
九
歌
・
東
君
に

「
青
雲
衣
分
自
寛
裳
、
器
一
長
矢
分
射
天
狼

(
意
向
者
一
試
の
衣
自
覚
の
裳

長
矢
を
奉
げ
て
天
狼
を
射
る

と
あ
り

そ
の
王
逸
注
は

「
一
一
一
一
向
日
紳
来
下
、
青
一
空
間
一
筋
上
衣
、

白
税
局
下
裳
也

(
日
紳
来
り
下
る
や
、
青
雲
を
上
衣
と
震
し
、
自
蚊
を
下
裳
と
属
す
を
言
う
な
り
)
」

と
す
る
。

ま
た
曹
植

五
遊
一
一
政
」
詩
に

「
遣
準
八
紘
外
、
遊
巨
歴
泡
荒
。
披
我
丹
霞
衣
、
襲
我
素
震
裳
(
八
紘
の
外
に
遣
準
一
し
て
、

遊
目
し
て
還
荒
を
歴
。

我
が
丹
霞
衣
を
披
い
、



我
が
素
寛
裳
を
襲
ぬ
ご

や
沈
約

「
和
劉
中
主
回
仙
」

土
寸
ヂ
」

エコ円
H
a
l
t

「
昆
山
西
北
映
、

流
泉
東
南
流
。
震
裳
榊
流
電
、

雲
車
委
一
松
一
鮫
(
崖
山
西
北
に
映
じ
、

流
泉
東
南

に
流
る
。
寛
裳
流
震
を
梯
い
、

倍
一
同
車
一
軽
額
に
委
ぬ
ご

と
あ
る
様
に
、

一「

J.3.t=-

I王色
白孟U

表
L一一

は
神
的
と
結
び
つ
き
ゃ
す
い
語
で
あ
る
と
言
え
る
。

「
寛
裳
」
が
曲
と
し
て
成

立
す
る
の
は
玄
宗
時
か
ら
で
あ
る
。

ぶ

こ

の

構

造

性

は

院
籍
「
一
一
誠
懐
」

詩
の
基
本
的
構
造
と
類
似
し
て
い
る
。

大
上
正
美
「
玩
籍
一
一
部
壊
詩
試
論
l

i
表
現
権
造
に
み
る
詩
人
の
敗
北
性
に
つ
い

て
i
l
i」

『
漢
文
山
尚
一
千
命
日
曾
報
』
第
三
十
六
号

一
九
七
七
。

後
に
『
玩
籍
・
替
康
の
文
学
』
に
所
収
。
創
文
社

二

0
0
0
)
を
参
看
の
こ
と
。

ご
O

「
不
遇
」

と
い
う
詩
題
は
『
全
唐
詩
』
中
三
十
八
例

「
不
見
」

は
章
嬉
物
の
一
例
。

石
川
忠
久
氏
に

「
「
尋
問
偲
者
不
遇
」
詩
の
生
成
に
つ
い
て
」

(
『
小
尾

郊
一
博
士
吉
稀
記
念
論
集
』
所
収
、

一
九
八
三
。
後
に
『
陶
淵
明
と
そ
の
時
・
代
』
に
所
収
。

研
文
出
版
、

九
九
四

の
論
が
あ
る
。

ご
}
「
道
士
」

を
対
象
と
し
た

「
不
遇
」
詩
は

制
針
子
高
錫
・
孟
郊
の
他
に
、
白
居
易

「
尋
郭
道
士
不
通
」
詩
、
意
感
物
「
因
省
嵐
俗
訪
道
士
姪
不
見
題
壁
」

1
1
r
a
 

J
」て

-苫ロ

劉
得
仁
「
山
中
尋
道
人
不
遇
」
詩
、
社
荷
鶴
「
訪
道
者
不
遇
」

詩
が
あ
る
。

ご
M

例
え
ば
先
に
挙
げ
た
曹
杢
の

「
遊
仙
」

l=j::I 

「
輿
我
一
丸
薬

光
躍
有
五
色
。

服
薬
四
五
日

腕
憶
生
羽
翼
。

軽
奉
莱
浮
雲
、
候
忽
行
高
億
」

と

あ
り

訪
問
り
手

「我

の
仙
界
へ
の
飛
朔
が
描
か
れ
て
い
る
。

ご
い
「
逆
愁
」

は
、
底
本
と
し
た
五
巻
本
で
は

「
迎
秋
」

に
作
る
が

こ
こ
で
は
三
巻
本
並
び
に
周
弘
正
の
例
に
従
い
改
め
た
。

ヱ
ム
ヲ
俣
武
内
侍
』

ご
凶
『
後
漢
世
一
一
己
費
長
一
房
停

三
小
高
木
重
俊
氏
は

「
寒
郷
の
春
j
i
l
王
績
の
文
学
」

(
『
人
文
論
究
』
第
五
十
号

九
九。
後
に
『
初
唐
文
学
論
』
に
所
収

研
文
出
版

二

O
O
五
)

中
で

「
隠
者
王
績
の
胸
中
に
は

繁
華
へ
の
未
練
と

そ
れ
に
関
わ
り
得
な
い
不
遇
の
思
い
が
ひ
っ
そ
り
と
横
た
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
」

と
し
、

「
王
績
は

古
の
総
士
・
高
士
の
伝
統
を
強
く
意
識
し
、

自
己
を
そ
れ
ら
に
比
擬
し
た
。

こ
の
島
己
措
定
が
、

寂
{
琴
の
孤
境
を
生
き
る
彼
の
精
神
的
支
柱
と
な
っ
た
の
で

あ
る
」

と
言
及
す
る
。

ま
た

現
実
社
会
に
対
す
る
憤
り
を
連
作
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
く
こ
と
、

そ
し
て
そ
こ
に
岱
康
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
王
績
「
古
意
」
六
首
考
」

『
中
間
出
文
化
』
七
十
一
号

。

を
参
看
の
こ
と
。

(
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程

王
績
「
過
山
観
尋
蘇
道
士
一
小
見
越
川
町
、
」
凶
首
考

ー

i
i
「
不
見
」
と
「
誌
」
「
似
」
空
間
1
1
|
(
加
藤
)

四
七
頁
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